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１ 

 

 
 
 

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）
評
価
書
及
び
対
策
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

 

令
和
七
年
十
月
三
十
一
日
提
出
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
内
閣
か
ら
の
答
弁
書
（
以
下
「
答
弁
書
」
）
を
十
一
月
十
四
日
受

領
し
た
。
答
弁
内
容
に
多
く
の
疑
義
が
あ
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
再
質
問
す
る
。 

一 

 

１ 

「
答
弁
書
」
回
答
一
の
３
の
（
２
）
に
お
い
て
、
松
下
玲
子
議
員
と
の
二
〇
二
五
年
六
月
三
日
環
境
委
員
会
の
質
疑
の

中
で
、
メ
ー
ル
の
保
存
期
間
を
一
年
未
満
と
し
た
理
由
と
し
て
の
「
そ
れ
が
反
映
さ
れ
た
文
書
と
い
う
も
の
が
外
向
き
の

説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
の
文
書
と
し
て
保
存
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の
大
本
の
メ
モ
に
つ
い
て
は
、
保
存

期
間
一
年
未
満
」
「
資
料
の
作
成
を
目
的
と
し
て
一
時
的
に
作
成
さ
れ
た
メ
モ
等
で
、
目
的
の
資
料
に
内
容
が
反
映
さ
れ

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
（
中
略
）
保
存
期
間
一
年
未
満
」
と
の
食
品
安
全
委
員
会
事
務
局
の
答
弁
の
内
、
「
反
映
さ
れ
た

文
書
の
保
存
」
「
目
的
の
資
料
に
内
容
が
反
映
」
な
ど
の
部
分
は
文
書
の
保
存
期
間
を
一
年
未
満
と
す
る
法
的
理
由
に
は

な
り
え
な
い
と
理
解
し
て
よ
い
か
。
改
め
て
質
問
す
る
。 

 

２ 

法
的
根
拠
が
な
い
な
ら
、
法
的
に
不
正
確
な
答
弁
が
そ
の
ま
ま
存
在
す
る
こ
と
は
不
適
切
な
の
で
、
本
再
質
問
へ
の
答



 

２ 

 

弁
書
で
明
確
に
訂
正
さ
れ
た
い
。 

二 

 
 

「
答
弁
書
」
は
、
委
員
手
当
、
謝
金
、
旅
費
を
国
庫
か
ら
支
出
し
、
二
十
四
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
非
公
開
会

合
」
は
、
二
〇
二
四
年
六
月
の
「
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
評
価
書
）
」
（
以
下
評
価
書
）
の
方
針
等
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
な
い
と
の
前
提
で
、
文
書
の
作
成
、
保
存
な
ど
に
つ
い
て
答
弁
し
て
い
る
。
「
非
公
開
会
合
」
が
、
「
評
価
書
」

の
方
針
に
一
切
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
な
ど
、
常
識
的
に
理
解
で
き
る
回
答
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
と
腎
臓
が

ん
の
発
が
ん
性
の
有
無
に
つ
い
て
論
点
を
絞
っ
て
も
、
「
評
価
書
」
（
案
）
に
記
さ
れ
た
評
価
は
変
遷
し
て
お
り
、
「
公
開

会
合
」
で
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
質
問
す
る
。 

 

１ 

令
和
五
年
七
月
二
十
七
日
開
催
の
第
八
回
「
非
公
開
会
合
」
で
配
布
さ
れ
た
「
評
価
書
」
（
案
）
の
十
一
ペ
ー
ジ
に
は

「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
に
つ
い
て
、
腎
が
ん
、
精
巣
が
ん
、
乳
が
ん
に
つ
い
て
、
ヒ
ト
に
対
し
て
お
そ
ら
く
発
が
ん
性
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
」
と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
三
回
「
公
開
会
合
」
を
経
た
、
九
月
二
十
八
日
開
催
の
第
十
三
回
「
非
公
開

会
合
」
の
「
評
価
書
」
（
案
）
の
十
四
ペ
ー
ジ
に
は
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
に
つ
い
て
、
腎
が
ん
、
精
巣
が
ん
、
乳
が
ん
に
つ
い

て
、
質
の
高
い
疫
学
研
究
や
メ
タ
解
析
で
正
の
関
連
が
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
偶
然
性
、
バ
イ
ア
ス
、
交
絡
を
合
理



 

３ 

 

的
な
信
頼
性
を
持
っ
て
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
や
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
説
明
が
十
分
で
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、
証
拠
は
限
定
的
で
あ
る
」
と
表
記
が
変
遷
し
て
い
る
。
こ
の
間
唯
一
開
催
さ
れ
た
第
三
回
「
公
開
会
合
」
の
議
事
録

に
お
い
て
こ
の
表
記
の
変
遷
に
つ
い
て
の
発
言
は
な
い
。
「
評
価
書
」
（
案
）
の
表
記
の
変
遷
は
、
ど
の
会
合
に
お
け
る

誰
の
ど
の
よ
う
な
発
言
を
契
機
と
す
る
の
か
。 

 

２ 

十
二
月
二
十
日
開
催
の
第
二
十
回
「
非
公
開
会
合
」
配
布
の
「
評
価
書
」
（
案
）
は
、
再
び
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
と
腎
が
ん

（
中
略
）
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
知
見
に
不
確
実
性
や
一
貫
性
の
問
題
が
あ
る
も
の
の
、
関
連
す
る
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
と
判
断
し
た
」
と
あ
り
、
再
び
関
連
性
を
認
め
る
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
開
催
さ
れ
た
第
四
回
、
第
五
回

「
公
開
会
合
」
の
議
事
録
に
は
、
こ
の
表
記
の
変
遷
に
つ
い
て
の
発
言
は
な
い
と
理
解
す
る
。
あ
る
な
ら
適
示
せ
よ
。
な

い
な
ら
、
こ
の
表
記
の
変
遷
は
、
ど
の
会
合
に
お
け
る
誰
の
ど
の
よ
う
な
発
言
を
契
機
と
す
る
の
か
。 

 

３ 

令
和
六
年
一
月
十
五
日
開
催
の
第
二
十
二
回
「
非
公
開
会
合
」
配
布
の
「
評
価
書
」
（
案
）
は
、
さ
ら
に
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

と
腎
が
ん
（
中
略
）
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
知
見
や
不
確
実
性
に
一
貫
性
の
問
題
が
あ
り
、
関
連
を
判
断
す
る
の
は
困

難
で
あ
る
」
と
表
記
が
一
変
し
て
い
る
。
こ
の
間
開
催
さ
れ
た
第
六
回
「
公
開
会
合
」
の
議
事
録
に
は
、
こ
の
表
記
の
変

遷
に
つ
い
て
の
発
言
は
あ
る
か
、
あ
る
な
ら
適
示
せ
よ
。
な
い
な
ら
、
こ
の
表
記
の
変
遷
は
、
ど
の
会
合
に
お
け
る
誰
の



 

４ 

 

ど
の
よ
う
な
発
言
を
契
機
と
す
る
の
か
。 

 

４ 
九
月
二
十
八
日
開
催
の
第
十
三
回
「
非
公
開
会
合
」
の
「
評
価
書
」
（
案
）
の
十
五
ペ
ー
ジ
か
ら
十
七
ペ
ー
ジ
に
か
け

て
、
六
月
二
十
二
日
及
び
七
月
二
十
七
日
の
「
非
公
開
会
合
」
（
打
合
せ
会
）
で
の
参
加
者
の
コ
メ
ン
ト
が
黒
塗
り
で
表

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
「
評
価
書
」
（
案
）
に
挿
入
し
た
理
由
は
な
に
か
。 

 

５ 

こ
の
よ
う
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
と
腎
臓
が
ん
の
発
が
ん
性
の
有
無
に
論
点
を
限
っ
て
み
て
も
、
「
評
価
書
」
（
案
）
の
評
価

が
変
遷
し
て
い
る
。
だ
が
、
「
公
開
会
合
」
の
議
事
録
に
は
評
価
が
変
わ
っ
た
理
由
に
つ
い
て
記
載
は
な
い
。
「
非
公
開

会
合
」
で
、
「
評
価
書
」
（
案
）
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

三 

 

１ 

「
答
弁
書
」
回
答
二
の
１
に
お
い
て
、
「
「
「
評
価
書
」
が
参
照
し
た
米
国
環
境
保
護
庁
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
文
書
（
参
照
番

号
二
百
六
十
二
、
二
百
六
十
三
）
」
に
お
い
て
は
、
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
曝
露
と
膀
胱
が
ん
の
関
連
に
つ
い
て
、
「
高
曝
露
地
域

に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
も
ら
し
い
証
拠
が
あ
る
」
」
こ
と
を
意
味
す
る
記
載
は
あ
る
が
、
」
と
回
答
し
て
い
る
。
こ
の
認

識
に
基
づ
け
ば
、
「
評
価
書
」
の
「
血
清
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
濃
度
と
膀
胱
が
ん
の
関
連
の
報
告
は
な
か
っ
た
」
と

の
記
載
は
、
誤
り
又
は
事
実
で
は
な
か
っ
た
と
認
め
る
か
。 



 

５ 

 

 
２ 

「
答
弁
書
」
回
答
二
の
１
に
お
い
て
、
以
下
の
と
お
り
回
答
し
て
お
り
、
そ
の
論
理
構
成
は
極
め
て
不
可
解
で
あ
る
。

「
「
「
評
価
書
」
が
参
照
し
た
米
国
環
境
保
護
庁
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
文
書
（
参
照
番
号
二
百
六
十
二
、
二
百
六
十
三
）
」
に
お

い
て
は
、
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
曝
露
と
膀
胱
が
ん
の
関
連
に
つ
い
て
、
「
高
曝
露
地
域
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
も
ら
し
い
証
拠
が

あ
る
」
」
こ
と
を
意
味
す
る
記
載
は
あ
る
が
、
「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
他
（
二
〇
〇
三
年
）
」
及
び
「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・

オ
ル
セ
ン
（
二
〇
〇
七
年
）
」
に
お
い
て
、
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
曝
露
と
膀
胱
が
ん
の
関
連
に
つ
い
て
、
「
高
曝
露
地
域
に
つ
い

て
は
、
も
っ
と
も
ら
し
い
証
拠
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
」
事
実
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
あ
る
が
、
前
段
で
「
記

載
は
あ
る
」
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
後
段
で
「
事
実
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
」
と
い
う
、
理
解
し
に
く
い
回
答
と
な
っ

て
い
る
が
、
「
記
載
は
あ
る
」
が
、
「
事
実
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
詳
し
く
説
明
せ

よ
。 

四 

 
 

「
答
弁
書
」
回
答
三
に
つ
い
て
、
「
バ
リ
ー
他
論
文
（
二
〇
一
三
）
（
参
照
番
号
二
百
二
十
一
）
」
の
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
Ｍ

Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｌ 

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｌ
の
Ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
Ｓ
３
で
は
、community

のkidney-10yr-lag

で
腎
臓
が
ん
が
有
意
に

増
加
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
（
Ｐ
値
＝
〇
・
〇
二
）
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
評
価
書
」
に
お
い
て
「
関
連



 

６ 

 

が
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。 

五 

 
 

「
答
弁
書
」
回
答
二
の
３
に
お
い
て
、
「
お
尋
ね
の
「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
氏
の
継
続
研
究
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ

ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
」
と
さ
れ
た
の
で
、
以
下
具
体
的
に
明
示
す
る
。
論
文
「Alexander et al.2024

」
が
、
二
〇
二
四

年
「
評
価
書
」
決
定
前
に
出
版
さ
れ
、
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
へ
の
職
業
曝
露
が
膀
胱
が
ん
、
肺
が
ん
、
及
び
脳
血
管
疾
患
と
関
連
し

て
い
る
」
と
表
記
し
て
い
る
。
こ
の
論
文
及
び
表
記
の
存
在
を
、
政
府
が
認
識
し
た
の
は
い
つ
か
。
「
評
価
書
」
に
こ
の
論

文
の
内
容
を
反
映
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
な
ぜ
か
。 

六 

 

１ 

「
答
弁
書
」
回
答
四
の
３
に
つ
い
て
、
「
令
和
七
年
二
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
第
九
百
七
十
二
回
食
品
安
全
委
員
会

（
以
下
「
第
九
百
七
十
二
回
食
品
安
全
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
係
る
食
品
健
康
影
響
評
価
の
結

果
に
影
響
を
与
え
る
新
た
な
科
学
的
知
見
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
」
と
あ
る
が
、
本
委
員
会
議
事
録
に
お
け

る
、
十
ペ
ー
ジ
の
祖
父
江
委
員
の
発
言
、
十
一
ペ
ー
ジ
の
頭
金
委
員
の
発
言
を
指
す
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。 

 

２ 

そ
う
で
あ
れ
ば
、
祖
父
江
委
員
の
発
言
に
は
「
今
回
改
め
て
評
価
書
作
成
後
の
関
連
文
献
を
収
集
い
た
し
ま
し
た
」
と



 

７ 

 

あ
る
。
収
集
し
た
文
献
、
論
文
名
を
述
べ
よ
。 

 

３ 
ま
た
、
祖
父
江
委
員
は
「
頭
金
委
員
と
共
に
関
連
す
る
分
野
の
専
門
の
先
生
の
ご
意
見
を
伺
っ
た
上
で
」
と
発
言
し
、

頭
金
委
員
も
「
関
連
す
る
分
野
の
専
門
の
先
生
の
ご
意
見
を
伺
っ
た
上
で
確
認
い
た
し
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
専

門
の
先
生
と
は
誰
か
。
ど
の
よ
う
な
形
式
で
意
見
を
伺
っ
た
の
か
。
謝
金
を
支
払
っ
た
事
実
は
あ
る
か
。
本
来
、
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開
催
し
て
議
論
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開
催

し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。 

 

４ 

祖
父
江
委
員
の
「
今
の
と
こ
ろ
Ｔ
Ｄ
Ｉ
を
見
直
す
必
要
性
に
つ
な
が
る
論
文
は
見
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
」
及
び
頭
金
委

員
の
「
現
時
点
で
説
明
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
文
献
は
特
に
な
い
」
と
の
発
言
は
、
食
品
安
全
委
員
会
の
議
決
を
経
た
発

言
か
。
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
委
員
二
名
の
発
言
が
食
品
安
全
委
員
会
及
び
内
閣
の
見
解
と
し
て
「
確
認
さ
れ
て
い

る
」
と
の
「
答
弁
書
」
の
回
答
と
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。 

 

５ 

祖
父
江
委
員
は
、
「
今
の
と
こ
ろ
Ｔ
Ｄ
Ｉ
を
見
直
す
必
要
性
に
つ
な
が
る
論
文
は
見
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
る

一
方
、
二
〇
二
四
年
九
月
に
発
表
さ
れ
た
母
親
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
ば
く
露
と
子
供
の
染
色
体
異
常
に
関
す
る
エ
コ
チ
ル
調
査
に

つ
い
て
は
、
「
質
の
高
い
研
究
に
よ
り
関
連
が
あ
り
と
示
さ
れ
た
重
要
な
結
果
」
と
認
め
て
い
る
。 



 

８ 

 

 
 
 

約
二
万
五
千
人
の
内
、
染
色
体
異
常
が
観
察
さ
れ
た
の
は
四
十
四
例
で
、
統
計
的
な
不
確
実
性
が
大
き
い
と
も
指
摘
し

て
い
る
が
、
こ
の
数
字
で
統
計
的
な
不
確
実
性
が
大
き
い
と
す
る
根
拠
を
説
明
せ
よ
。 

 

６ 

ま
た
、
祖
父
江
委
員
は
「
妊
娠
十
二
週
以
前
に
流
産
を
し
た
妊
婦
が
含
ま
れ
て
い
な
い
」
と
も
指
摘
し
て
い
る
が
、

「
妊
娠
十
二
週
以
前
の
流
産
」
の
原
因
は
染
色
体
異
常
が
多
く
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
含
ま
れ
る
と
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
ば

く
露
と
子
供
の
染
色
体
異
常
と
の
関
連
は
よ
り
強
く
示
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
関
連
が
否
定
さ
れ
る
可
能
性
は
き
わ

め
て
低
く
、
論
文
の
問
題
点
の
指
摘
と
し
て
は
不
適
切
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

七 

 

１ 

「
答
弁
書
」
回
答
五
の
１
に
つ
い
て
、
「
前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
評
価
書
」
の
記
載
の
と
お
り
、

「
調
査
」
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
部
分
は
評
価
す
る
。
一
刻
も
早
く
血
中
濃
度
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
摂
取
量
と
血
中
濃
度
の
関
連
に
つ
い
て
、
疫
学
的
手
法
に
よ
り
計
画
的
に
調
査
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
後
段
で

「
後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
環
境
省
に
お
い
て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
血
中
濃
度
と
健
康
影
響
と
の
関
係
に
つ

い
て
、
国
内
外
の
知
見
の
収
集
や
科
学
的
に
評
価
が
可
能
な
疫
学
調
査
を
推
進
し
て
い
る
等
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
調
査
か
。
開
始
時
期
と
具
体
的
内
容
、
今
年
度
予
算
額
を
答
え
よ
。
ま
た
、
「
関
係
府
省
庁
に
お
い
て
、
Ｐ



 

９ 

 

Ｆ
Ａ
Ｓ
に
係
る
食
品
健
康
影
響
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
な
調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
あ
る

が
、
す
べ
て
の
省
庁
名
と
調
査
の
開
始
時
期
、
具
体
的
内
容
、
今
年
度
予
算
額
を
答
え
よ
。 

 

２ 

現
在
実
施
し
て
い
る
各
種
調
査
は
、
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
摂
取
量
と
血
中
濃
度
の
関
連
に
つ
い
て
の
疫
学
的
手
法
に
よ
る
計

画
的
に
調
査
」
と
は
必
ず
し
も
言
え
ず
、
新
た
な
枠
組
み
で
の
本
格
的
な
調
査
が
、
必
要
と
考
え
る
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
地

域
に
つ
い
て
、
血
液
中
に
高
濃
度
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ
て
い
る
住
民
が
多
数
い
る
。
こ
の
方
々
の
健
康
管
理
を
行
う

た
め
に
も
、
こ
の
方
々
を
中
心
に
据
え
た
研
究
調
査
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
は
既
に
そ
の
よ
う
な
研
究
調
査
を

行
っ
て
い
る
か
。
行
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

血
液
中
に
高
い
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ
て
い
る
群
と
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
地
域
外
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
ほ
と
ん
ど
血
液
中
に
検

出
さ
れ
て
い
な
い
群
の
比
較
を
す
る
研
究
調
査
が
も
っ
と
も
重
要
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
調
査
を
計
画
的
に
政
府

は
行
っ
て
い
る
か
。
行
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


